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太 り過 ぎ(肥 満者)の 増加は世界的な拡が りを見せてお り,そ れは太平洋沿

岸の国々において も例外ではない1)。 青年期におけるライフスタイルの顕著な

変化の多 くが,肥 満の増加の一因 ともなっている2)。 特 に,高 校卒業後お よび

大学入学後の青年期後期 には,食 習慣や身体活動の変化 また生活習慣や社会的

関わ りの大 きな変化が伴 って くる2)・5)。 また この時期,わ が国では,若 者の

なかには進学や就職のため居住環境が変 わ り1人 暮 らしを始める人 も多い6)。

この住環境の変化が 日常の食習慣や身体活動 に影響 し,体 組成や健康に何 らか

の変化 をもたらしているか もしれない2)-4)。

居住環境 と体組成 との関係を検討 している研究は少 なく,そ のうえ,そ れ ら

の報告は動物 を対象 とした実験が大半であ り,居 住空間の温度やひ と部屋(た

とえば,ラ ッ トを対象にした場合はひ とケージ)に 入れる実験動物の数 との関

係か ら言及 した報告等 はみえる7)・8)。BrevardとRickettsは,キ ャンパス内

で生活 している学生 とそうでない学生 とを対象 に調査を行い,キ ャンパス外 に

住居がある学生はたんぱ く質摂取量 と血清脂質 レベルが高い傾向にあ り,身 体

活動については両者に差がなかった と報告 している2)。 居住条件の変化が体組

成に及ぼす影響 に言及 している研究があまり多 くないことは,特 に女性の多 く

が体重増加 に関心 を寄せている現状に照 らし興味深いことである。北アメリカ
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に お い て は,大 学 入 学 年 度 に お け る15ポ ン ド(約6.8kg)の 体 重 増 加 は,

"f
reshmanfifteen"と 呼 ばれ て お り悪 評 高 い9)・lo)。

女 子 学 生 は,い くつ か の理 由 か ら重 要 な研 究 対象 となる。 まず,彼 女 らは基

本 的 に 自身 の体 形 に関 して強 い興 味 を持 ってお り,し た が って 食 事 摂 取 の あ り

方 につ い て高 い リス ク を抱 えてい るか らで ある5)・11)・12)。 つ ぎに,彼 女 た ち

は 将 来 の 家 族,特 にそ の 食 事 や健 康 管 理 につ い て主要 な役 割 を担 うであ ろ うと

考 え られ るか らで ある。

Wardleら は,22力 国 の 男 女 学 生 を対 象 に した 最 近 の研 究 で,減 量 と体 重 お

よ び体格 指 数(BMI;BodyMassIndex;kg/m・)と の 相 関 につ い て示 した13)。

彼 らの 研 究 に よ れ ば,ア ジ ア諸 国 の 女 子 学 生 の平 均 体 重 は約50kgで あ り,こ

の 結 果 は,ア ジ ア 以 外 の 諸 国 の学 生 の体 重(55-65kg)と 比 較 す る と低 い 数

値 を示 した。 しか し,そ れ で もア ジ アの 女 子 学 生 た ちは,自 身 を体 重 過 多 と認

識 して お り多 くの学生が減量 を試みてい る。 ア ジアの女性 た ちの低体重 は,世

界 の他 地 域 の女 子 学 生 や 青 年(若 年)女 子 と比 較 して特 徴 的 で あ り,そ の 文化

的 背 景 や 社 会 規 範 が 体 重 の コ ン トロール様式 におい て重要 な役割 を果た して い

る可能性 を示唆 して いる13)・14)。過 去40年 間 の デ ー タ をみ る と,日 本 に お い て

は い わ ゆ る ダ イエ ッ ト(本 来 の 意 味 の ダ イエ ッ トは食 事 あるいは食 事療 法)に

よ る ほ っ そ り した(痩 せ た)体 形 の 女 性 た ち の 数 が 増 加 し て い る12)-14)。

Takimotoら に よ る 日本 人 を対 象 に した1976年 か ら2000年 に わ た る調 査 結 果 の

分 析 か ら,年 齢15～29歳 の 青 年 女 子 はBMIに お い て は低 下傾 向 を,痩 せ 過 ぎの

人 の割 合 は増 加 の傾 向 を示 した14)。 事 実,わ が 国 の 青年 女 子 は こ こに示 した低

体 重の傾向 とともに,摂 食 障 害 の リス クの増 大 に さ ら されてい る12)・15)。また,

体 重 コ ン トロー ル に対 す る 身体 活動(運 動)量 の 増 加 につ い て は,は っ き りし

た根 拠 が 認 め られ なか った ものの喫煙 の増加 は認め られた14)。

肥満 に対する関心の高さと極端な痩せ過 ぎの増加傾向に照 らし,よ りよい健

康習慣の確立の必要性か ら,体 組成 に影響を与えるライフスタイルの変化,特

に居住条件がBMI値 や体脂肪に与 える影響について検討 した。
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本研究の 目的は,ま ず 日本人青年女子の脂肪過多 と低体重の状況の調査,ま

たそれ らの数年来の傾向を調べ ることである。 さらに,日 本の女子学生 を対象

にBMIと 体脂肪結果 と居住形態 との関係 を検討することである。

1.研 究方法

本学(創 価女子短期大学)学 生 を対象に,体 格(身 長,体 重)お よび体組成

(BMI,体 脂肪率等)な どの測定 ・調査 を行 った。1997(平 成9)年 度か ら

2004(平 成16)年 度の問,1年 次対象の授業科 目である 「健康科学概論(2002

年度 まで/保 健体育科 目)」 および 「現代社会 と健康(2003年 度か ら/地 球市

民教養科 目)」 の履修者が対象であった。履修 したほとんどの学生が測定およ

び調査 に参加 し,被 験者の累計は1,757人 であった。

両科 目とも,あ らか じめシラバスに調査 ・測定の内容 とその趣旨,調 査結果

の取 り扱いについて明示 した。すなわち,本 研究によって得 られた結果は個々

のデー タを公にするものではない とし,そ れ らは統計処理後,ヒ ト(学 生)の

健康に寄与す ることを目的に利用することとした。また,そ の趣 旨について調

査 ・測定前に口頭で も説明した。

調査 内容 は,IDナ ンバ ー(学 籍 番 号),実 施 日時,被 験 者 の 学 年,生 年 月 日

お よび居 住 の状 況 で あ っ た。居 住状 況 と して,① 自宅,② 寮,③ アパ ー ト(1

人住 まい)そ して④ そ の他(下 宿,た とえ ば親 戚 の家 等)の4項 目か ら選択 さ

せ た 。 調 査 ・測 定 は授 業 担 当者 の 指導 の下,各 セ メ ス タ ー の 授 業 開 始2週 目

(前 期:4月 中 旬,後 期:9月 中旬)に 実 施 され た 。

身体 計 測 デ ー タ と して身長,体 重,BMIお よび体 脂 肪 率 が 計 測 され,被 験 者

に対 し基 準 化 さ れ た 方 法 に よ り測定 を実施 した16)。 身 長 は 身 長 計 を用 いcm単

位 で,体 重 は体 脂 肪 計(TBF-305,タ ニ タ,東 京)に よ りkg単 位 で測 定 した。

な お,体 重 に つ い て は,あ らか じめ1kg差 し引 い た デ ー タが 表 示 さ れ る よ

うに 入力 した。体重 を1kg引 い た根 拠 は,被 験 者12人 の 測 定 デ ー タ か ら得 ら

れ た 結 果(被 験 者 の 身 に着 け て い た 衣 類 の 重量 の平均 は0.99±0.23kgと な り,
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そ の結 果 を も とに,測 定 体 重 か ら1kg引 い た 数 値 を利 用)に よ り決 定 した 。

BMIは 体 重(kg)を 身 長(m)の2乗 で 割 っ た値 で示 した(kg/m2)。

脂 肪 率 は タニ タ(株)のTBF-305体 内脂 肪 計 を使 用 し,バ イ オ イ ン ピー ダ

ンス(BIA)法 に よ り測 定 した17)-19)。 被 験 者 は,体 脂 肪 計 の 表 面 電 極 部 に左

右 の足 を はだ しで乗せ て立 ち,BIA法 に よ り体 脂 肪 率 を測 定 した 。 体 脂肪計 に

乗 る前 にそれ ぞれの被験 者 のモー ド(成 人,ア ス リ ー ト等),性 別,身 長 を入

力 した 。 な お,体 脂 肪 を測 定 す る た め のBIA法 の 妥 当性 は,DEXA法 との比

較 に よ り確 認 され て い る(n=40,r=0。94,P<O.OO1)18)。

調 査 や 測 定 結 果 の比 較 や 傾 向 の分析 のため に,Windows用SPSS(社 会 科 学

分析 用 統 計 処 理 パ ッケ ー ジ:ver.12.0,SPSSInc.,Chicago,IL,USA)を 使 用 し,

記 述 統 計(平 均 や 標 準 偏 差 等)や 分 散 分 析(ANOVA)な ど を行 っ た。 有 意 差

の 検 定 は危 険 率5%以 下(P<O.05)に よ った 。

わ が 国 の 全 国 栄 養 調 査 結 果 に よれ ば,女 子 学 生 のBMI(平 均 ±標 準 偏 差;

SD)は15歳 か ら19歳 まで が20.9±3.3と な り,20歳 か ら29歳 まで が20.7±3.1で

あ っ た6)。 本 研 究 で は,BMIの 結 果 を比 較 す るた め にい くつ か の カ ッ トポイ ン

ト(BMI=16,17,1&5,23,25,30)を 設 け た。 これ らの うち,BMIニ1&5

お よび25は,日 本 肥 満 学 会提 唱 の カ ッ トポ イ ン トであ る20)。WHOは ア ジ ア 人

向 け の カ ッ トポ イ ン トと してBMI値23を 推 奨 して い る1)。

また,タ ニ タBIA法 を用 い て体 脂 肪 率 を判 定 す る場 合,適 正 体 脂 肪 率 は17%

か ら27%(成 人 女 性,東 京 慈 恵 会 医科 大 学 の 臨床 デ ー タによる)と され21),低

脂 肪 あ る い は脂 肪 過 多 を示 す カ ッ トポイ ン トは この数値 に よった。

∬.結 果

1997年 度か ら2004年 度開設の 「健康科学概論」あるいは 「現代社会 と健康」

を履修 し,本 調査 ・測定を実施 した女子学生は累計1,757人(年 齢:1&5±0.7

歳)で あ り,そ の うち69人 の住居の状況 については不明であった。被験者は主
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に1年 次 生 で あ っ た(86.6%)が,236人 は2年 次 生 以 上 で あ った 。 各 セ メ ス

ター で は,前 期(4月)測 定 の 学 生 と後 期(9月)の 人 数 は,そ れ ぞ れ1,047

人 お よび710人 で あ っ た 。 また,被 験 者 の ほ ぼ3分 の1は 運 動 系 ク ラ ブ に 所 属

して い た。

年 齢(18-20歳)ご との体 重,BMIお よ び体 脂 肪 率(%Fat)を 表1に 示 し

た。20歳 の 女 子 学 生 の体 脂 肪 率(26.7±6.5%;mean±SD)は,Bonferroni法

を用 い た多 重 比 較 に よ るANOVAの 結 果,18歳 の 被 験 者(25.4±5.0%)と 比 較

し有 意 に 高 か っ た(P=0.034)。BMIと 体 脂 肪 率 の 全 デ ー タの 相 関 係 数 は0.922

で あ っ た(P〈O.OO1)。

表1.年 齢(18-20歳)別 にみ た 身体 計 測 デ ー タ(mean±SD)

Age(yr♪ 18 19 20 To亡a1

Number

Height(cm)

Weight(kg)

BMI(kg/m2)

Bodyfat(%)

1ρ43

158.2±5.4

51.8±7.2

20.7±2.5

25.4±5.0'

589

158.2±5.1

523±7ユ

20.9±2.6

25.6±5.1

111

158.2±5.1

53.2±7.6

21.3±3.0

26.7±6.5"

1,743

1582±5.3

52.0±7.2

20.8±2.6

25.6±5.2

"""ValueswithdifferentsuperscriptsaresignificantlydifferentfromeachotheratIP=O .034.

表2.女 子学生(18歳 および19歳)の 身体計測デ ータ(mean±SD)の 年次推移(1997-2004年 度)

Year 1997 1998 1999 2000 2001 2002 20041997-2004

Number335162254264317209911,632

Height(cm)15&5±5.315&3±5.1158.5±5.5158.3±5.1157.8±5.115&0±5.315&2±5。6158.2±5.3

Weight(kg)52.1±(}.752.9±8.951.7±6.852.5±7.551.6±7.051.7±7.150.6±6.051.9±7.2

BMI(kg/m2)21!7±2.421.2±3.220.6±2.420.9±2.620.7±2.52α7±2.620.3±2.22α8±2.5

Bodyfat(%)25.6±4826.0±5.925.1±5.025.8±5.025.7±4.825.2±5.524.3±4.625.5±5.1

%underwta)15.5%1(凱0%15.0%13.3%1(i4%14.8%132%15.1%

%overwtb)5、4%11.1%3.1%6.8%6.9%5.3%3.3%6.0%

a)PercentageofstudentswithBMI<1&5
.

b)PercentageofstudentswithBMI≧25
.
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18歳 お よび19歳 の身体測定データが,1997年 度か ら2002年 度および2004年 度

に測定 された(表2)。 全期 間(1997-2004年 度)のBMI値 による比較 では,

低体重の被験者(BMI<18.5)の 割合 は15.1%で あ り,過 体重(BMI≧25)の

学生割合(6.0%)の ほぼ3倍 近 くとなった。

体脂肪率からみた被験者割合 を低体脂肪率 と高体脂肪率でみると,そ の結果

はBMIで みた低体重あるいは過体重の割合 とは逆の傾向を示 した。被験者のお

よそ3分 の1(33.8%)が 脂肪過多(体 脂肪 ≧27.0%)で あ り,一 方,1.8%の

学生は低脂肪(体 脂肪 く17.0%)状 態であった(表 な し)。 体脂肪過多 と判定

された被験者のお よそ半分 は,BMI値 か らみれば標準的な体重 と判断された。

しか し過体重の被験者のほ とんどすべてが脂肪過多であった。

調査対象期間を通 し,身 長,体 重,BMIお よび体脂肪率の平均値に有意な変

化は認め られなかったが,低 体脂肪の女子学生の割合の増加 と高体脂肪の被験

者割合の低下がみ られた。

表3.居 住条件の違いによる被験者の身体計測データ(mean±SD)
Placθof

residence WithfamilyDormitoryLivingaloneα11er Totala♪

Number

Age(yr)

Height(cm)

Weight(kg)

BMI(kg/M2)

Bodyfat(%)

524

1&5± α7

15&2±5.4

51.8±6.9

20.7±2.4

24.8±4.7

577

1&4±0.6

158.1±5.1

52.0±6.9

20.8±2.6

25.7±5.1'

493

18.6±0!7

158.2±5.2

52.1±7.8

20.9±2.7

26ユ ±5.6"

94

1&4±O.6

158.9±5.3

52.3±7.5

20.7±2!7

25.6±5.5

1,688

1&5±O.7

158.2±5.2

52.0±7.2

20.8±2.6

25.5±5.2

%underwtb)

%overwtC)

15.8%

5.5%

14、0%

5.5%

15.8%

6.7%

19.1%

7.4%

15.4%

6.0%

a)1
,6880f1757subjectsindcatedtheirplaceofresidence.

b)PercentageofstudentswthBMI<1&5 .

c)PercentageofstudentswthBMI≧25 .

拳SignificantlyhigherthansubjectswholivedwithfamilybyANOVA

formultiplecomparisons(P=0.031).

帥Sign面cantlyhigherthansubjectswholivedwithfamilybyANOVA

formultiplecomparisons(P=0.001).
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居住条件の違いによる被験者の身体測定結果 を表3に 示 した。BMIの 結果 に

は居住条件の違いによる差は見 られなかったが,1人 住 まいの学生お よび寮 に

住んでいる学生は,家 族 と暮 らしている学生に比較 して平均体脂肪率が高い傾

向にあった。

皿.考 察

女性(特 に青年女子)の 低体重の人の増加傾向 と過体重の割合 の低下傾向は,

他の研究において も支持 されている。わが国の全国的な調査結果によれば,日

本の女性 は過去25年 間(1976-2000年),痩 せの人の増加 とい うリスクを負 っ

てお り,そ の傾 向は地方よりも都会においてよ り顕著であった14)。

本研究の平均BMI値 はわが国の全国栄養調査の若年女性たちのデータと類似

していた22)。そ して,本 被験者の体脂肪率は,南 日本在住 の20歳 の女子学生

155人 を被験者 とした電気伝導度法によ り測定 された体脂肪率(25.8±4.7%)23)

や東京北部地域での605人 の女子学生 を対象 とした水 中体重法によ り測定 され

た体脂肪 データとほぼ同様 の傾向を示 した(24.9±4.9%)24)。 また,BIA法 に

よ り測定 した本研究の女子学生の平均体脂肪率 は,2002年 に発表された日本の

10代 女子および若年層のデータを上回っていた25)・26)。

本研究は,居 住の状況 とBMI値 お よび体脂肪率の相関について報告 したほぼ

最初の知見であ り,日 本の1人 住 まいの女子学生は,自 宅に住んでいる学生に

比較 して体脂肪率が高い という傾向が示 された。 しか し,平 均BMI値 に変化 は

な く,ま た過体重の被験者 もほとん どみ られなかった。これ ら3通 りの居住条

件(自 宅,寮,1人 住 まい)の 違いは,明 らかにライフス タイルに変化 をもた

らしている と考 えられる。 自宅住 まいの被験者 は,家 族が食事 を用意する機会

が多いであろうし,彼 女 らは公共の交通機関を利用 して通学 している可能性が

高い。

本学の寮での食事は共同生活 という条件 により,そ の自由度はい くぶん制御

されるかもしれない。しか しなが ら,寮 生活 は学生が 自由に食事を用意するこ
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とも,夜 中に勉強す る際の飲食 もある程度容認 されている と思われる。

本研究 における居住条件の違 いによる体脂肪率の変化は,日 本 においては,

食生活パ ターンと体重の コン トロール様式に社会的な影響が作用す る可能性 と

同様,特 に都市部での若年層女子 の痩せ の増加14)と い う調査結果 も踏 まえ,

より大 きな視点か らも検討 されなければならない27)。

BMIと 体脂肪率の相関は特別な意味 を持 っている。なぜな ら日本人を含むア

ジア人は一般的に同年代 ・同性の コーカサス人 と比較 してより高い体脂肪率 を

示す ということがはっきりと報告 されているか らである。BMIが 低い ことは,

特にアジア人では,低 体脂肪 を意味 しないか もしれない28)。本研究では低BMI

は低体脂肪率をほとん ど示 さず,一 方で,BMI値 の高い人の3分 の2近 くは体

脂肪 も高い ということが示 された。 日本の女子学生 を対象 にした最近の研究で

は,BMIが 低い,あ るいは標準値 を示す被験者の多 くが,カ ロリーを制限する

ことにより減量 していると報告 している29)。また,わ が国の若年女子の喫煙者

の割合は1990年 に比べ,2000年 にはほぼ2倍 となった14)。このように,女 性に

とって身体活動量の増加な しに低体重を維持 しようとすることは,深 刻 な公衆

衛生上の問題 を惹起す るか もしれない。

本研究は,そ の調査および測定にあた り,1人 の担当者が指導 ・実施 した。

これは観察者間のエ ラーを排除す ることにな り,結 果の信頼性につなが った。

また,す べての測定用具 もスタンダー ドなものを使用 した。 さらに,履 修学生

のほ とんどすべてが調査 ・測定に参加 したことは,被 験者の選抜 に対 しバイア

スがかからなかったことを意味する。

ただ,今 後の課題 として,本 研究は被験者のライフス タイルや食物摂取,身

体活動および体重コン トロール法に及ぼす社会的な影響を検討す ることについ

て限界があった という点である。調査 ・測定の実施にあた り,身 体的測定結果

と食事や身体活動パ ターンの相関について も検討することは興味深い ことであ

ろう。今回の調査では,そ れぞれの被験者の生活について,現 在の生活のべー
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ス となる高校時代 のライフスタイルあるいは現在の生活パ ター ンなども調査 を

してお らず,ま た学生の社会経済的背景についても把握 していない。

おわりに

日本の若年層女性 にとって,痩 せの社会的流行 と居住条件の変化による体脂

肪の増加 は,特 に体重過多 よりも低体重の女性たちが増 えているという現状 の

なかで,摂 食障害の リスク増大に重要 な意味を持っている。体重過多の人が少

なくなる一方で,体 脂肪率の増加 と摂食障害のリスクとの関係はまだ探究が不

十分であ り,今 後さらに研究を進めることが必要である。

今 日,日 本では若年層の大半が進学や就職 に際 し居住状況が変化する。そ し

て,そ の住環境 とライフスタイルの変化が,日 々の食事や身体活動習慣に影響

を与えることになる。大学(短 大)は,学 生が青年期から成人期へ と移行する

ときにあた り,日 常の身体活動や健康な食習慣 を自らのもの とするための知識

や実践 を身につけるためのサポー トをす る重要な役割 を担 っている。

本 稿 は 在 外 研 究(2005年 度,ミ シ ガ ン州 立 大 学)で の 研 究 成 果 の 報 告 で あ る 。

在 外 研 究 時 の 研 究 の 成 果 は,2006年 開 催 の"SocietyforNutritionEducation

39thAnnUalCOnference(サ ン フ ラ ン シ ス コ)"に お い て 発 表31)す る な ど報 告

の 機 会 を 得 て きた が,本 稿 は"Nutrition&Dietetics"掲 載 の 論 文32)の 趣 旨 を

日本 語 に し,加 筆 ・修 正(一 部 削 除)し た も の で あ る 。

ResearchScholarと して 受 け 入 れ,研 究 の 遂 行 に あ た り多 大 な 助 言 を 頂 戴 し

た 同 大 学(Dept.FoodScience&HumanNutrition)教 授 のDr.Hoerrお よ び

デ ー タ入 力 等 で 手 助 け い た だ い た村 嶋 恵 さ ん に心 よ り感 謝 い た し ます 。
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